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本日の内容

日時：令和６年１２月１６日（月）１６時～１７時

場所：生涯学習館 研修室１

参加者：市長・教育長・教育委員

総合政策課・教育総務課・生涯学習課

議題の順序：

(1)タブレット、AIを利用した効果的な教育方法について

(2)部活動の地域移行について
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タブレット、AIを利用した
効果的な教育方法について
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タブレット、AIを利用した
効果的な教育方法について

（１）子どもたちを取り巻く環境

（２）これからの時代に必要な力とは

（３）矢板市立小中学校の現在

（４）矢板市のこれから
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今までの時代は？

狩猟社会（Society 1.0）
原始・縄文時代

農耕社会（Society 2.0）
弥生～江戸時代

工業社会（Society 3.0）
明治～昭和

情報社会（Society 4.0）
平成以降
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仮想空間と現実空間の高度な融合。社会のあらゆるところに
デジタル技術。よき作り手、よき使い手を育てる必要。
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デジタル社会における子供たちを取り巻く環境
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Society 5.0の実現に向けた 教育・人材育成に関する政策パッケージ（案） 2022
https://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihui061/siryo3-3-1.pdf



「小中学校におけるGIGAスクール端末の利活用動向調査」（2024年1月時点）より
https://www.m2ri.jp/release/detail.html?id=614
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https://www.m2ri.jp/release/detail.html?id=614
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GIGAスクール端末を毎日利用している自治体の割合
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働き手として求められる資質・能力の予測
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これからの子どもたちに必要な力は？

子供たちには、現在と未来に向けて、
自らの人生をどのように拓いていく
ことが求められているか。

新しい時代を生きる子供たちに、

学校教育は何を準備すべきか。
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将来の変化を予測する
ことが困難な時代



情報活用能力についての指導力
先生に求められることは

A 教材研究・指導の準備・ 評価・校務

などに ICT を活用する能力

B 授業に ICT を活用して指導する能力

C 児童生徒の ICT 活用を指導する能力

D 情報活用の基盤となる知識や態度に

ついて指導する能力
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自ら学ぶ力を育てる 【矢板市学校教育の指標】



矢板市GIGAスクール（2020年9月～）

１人１台学習者用タブレット端末の配備・活用

【学習活動端末支援Webシステム】「SKYMENU Cloud」
・主体的・対話的で深い学び

【Google Workspace】「ドキュメント・スライド・クラスルームなど」
・授業での活用 課題の配布・回収 ・オンライン家庭学習支援

【ＡＩ型ドリル】「JUSTスマイルネクスト」「e-ライブラリー」
・個別学習、授業や朝の学習などでの活用

・家庭学習での活用

【学校電子図書館】…愛称「ともなりライブラリー」
・読書の時間、家庭学習での活用、授業での調べ学習

【まなびポケット】
…「メクビット（学調など）・QUテスト」



対象・目標・思考を可視化することで対話が促進
情報共有の範囲をコントロールできる→グループでクラスで学年で
○ 共有の範囲が異なることで、伝達方法も変わる

スカイメニュークラウド 発表ノート



グループワーク１枚をみんなでまとめる
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グループワーク ページの分担
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各班で集めたデータを
グラフ化、比較・検討
他の班のデータも参考
にできる
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例 電流・電圧・抵抗の関係性を調べる実験

スプレットシートの表とグラフ

Google スプレッドシートの利用

・データや思考の
即時共有・可視化

・時間短縮

・共同調整学習



矢板市GIGA SECOND （第２期）

１人１台学習者用タブレット端末の再配備

【学習活動端末支援Webシステム】

「SKYMENU Cloud」 → 現在検討中

【Google Workspace】
「ドキュメント・スライド・クラスルームなどは引き続き利用」

【ＡＩ型ドリル】「JUSTスマイルネクスト」「e-ライブラリー」

→ 現在検討中
【学校電子図書館】 「ともなりライブラリー 」

【まなびポケット】
「メクビット（学調などCBTのテスト）

・QUテスト」

各学校への配備は夏休みを予定 → 児童・生徒へ

回線は引き
続きよくし
ていきます

学校の先生と教育委
員会事務局とで各社
を比較し、決定
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（４）矢板市のこれから

25



多くの先生や学校のもつ課題
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クラウド（端末）とノートの使い分け
デジタルとアナログの効果的な利用に向けて
・ノートは時系列に並んでいるが、情報量は少ない。
・クラウドは長期に情報を保存できるが、散在しがち。

・ハイブリット化して理想的な利用方法への模索

具体物の操作と端末内の操作の使い分け
・体を使うことで、感覚運動情報が付随した豊かな理解へ

・端末はそれらをパッケージ化・保存ができる。

働き方改革に寄与しているか？
・使うことに注力 → 慣れたら業務改善

・ICT環境を改善 → より良い教育へ



主体的・対話的で深い学びに向けて

個別最適な学び

・指導の個別化 → AIドリルなどの活用

・学習の個性化 → ICTを利用し自由進度学習へ

協働的な学び

・学習支援ソフトを利用した、効果的な活用の研究

授業力向上

・大学との連携、企業との連携

教育データの利活用

・膨大なデータをAIが判断し、学習への利用を進める

→ 心の健康観察・学力・利用時間
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協議

タブレット、AIを利用した
効果的な教育方法について
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部活動の地域移行について
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部活動の地域移行について

(1) 部活動の地域移行とは

(2) 矢板市の取り組み

(3) 地域クラブ活動と部活動の違い

(4) 矢板市のこれから



部活動を地域へ移行するのは

学校部活動は、生徒の自主的な活動として、体力や
技能の向上だけでなく、好ましい人間関係作りや自
己肯定感、責任感をはぐくむなど、多様な学びの場
として意義のある活動です。

(１) 部活動の地域移行とは

生徒数の減少、生徒のニーズに多様化、教員の働き
方改革など、今までと同様の体制で運営することは
困難な状況となってきました

しかし・・・



地域クラブ活動で期待されること

専門性の高い指導・初心者でも基礎から効果的に
学ぶことができる

地域の指導者・他校の生徒との交流から社会性の
育成

教員の部活動に係る負担が減る
→学校教育への良い効果の期待

今後の方向性を様々な
視点で検討中



とちぎ部活動移行プラン

【基本目標】
生徒が主体的に多様なスポーツ・文化芸術活動に
親しむことができる環境づくりに取り組みます。

【活動目標】
令和７(2025)年度までに、全ての公立中学校の
休日の部活動を１つ以上、地域クラブ活動にする
ことを目指します。

令和５年３月・栃木県教育委員会

令和６年矢板市は６部活動を
地域クラブ化している



部活動の地域移行について

(1) 部活動の地域移行とは

(2) 矢板市の取り組み

(3) 地域クラブ活動と部活動の違い

(4) 矢板市のこれから



２ 矢板市の取り組み

拠点校名 矢板市立矢板中学校
矢板市立片岡中学校

地域クラブ活動に
移行した部活動数

６部活

地域クラブ活動で
実施した種目

弓道、サッカー（２校）
男子バスケットボール
ソフトテニス、卓球

運営主体名 たかはら那須スポーツクラブ

運営類型 総合型地域スポーツクラブ運営型

１か月あたりの
平均的な活動回数

月４回程度

指導者の主な属性 平日は部活動指導員、休日はクラブ指
導員
教員の兼職兼業

活動場所 矢板市立矢板中学校・
矢板市立片岡中学校
矢板市の施設（武道場、弓道場）

主な移動手段 自転車、徒歩

１人あたりの
参加会費等

徴収なし

１人あたりの
保険料

徴収なし



令和５年度地域クラブ活動実証事業からわかったこと

２ 矢板市の取り組み

昨年度までの実証事業とアンケート調査



休日の地域クラブ活動に関するアンケート

地域クラブ活動を実践しての成果（生徒）



休日の地域クラブ活動に関するアンケート

地域クラブ活動を実践しての成果（保護者）



休日の地域クラブ活動に関するアンケート

地域クラブ活動を実践しての成果（教員）



休日の地域クラブ活動に関するアンケート

部活動の地域移行について（生徒）



休日の地域クラブ活動に関するアンケート

部活動の地域移行について（保護者）



休日の地域クラブ活動に関するアンケート

地域クラブ活動を実践しての成果（教員）



実践研究での検証から得た成果

・専門的な技術指導による生徒の意欲
や技術の向上を図ることができた。

・教員の負担軽減を図ることに
つながった。

令和５年度 矢板市地域クラブ活動



実践研究での検証での課題
・指導者の確保
運営団体だけで指導者を確保するべきであるが現状は難しい。また、指導者を確保できたとしても今後継続
して指導が続けられるとは限らない（指導者の高齢化、人材不足）

・安全安心な活動の場
安全管理、体罰やハラスメントなどは決しておこさない指導者等、教員なしで地域指導者のみでできるのか。

・「平日の学校部活動」と「休日の地域クラブ活動」との連携
練習内容、活動時間、指導方針

・地域指導者の負担
技術指導以外の業務（出欠確認、生徒指導、大会への引率、事故対応等）がかなり負担である。

・保護者負担（参加費、送迎）
地域クラブになった種目の保護者（市町）だけが参加費を負担するのはおかしい

・適切な活動時間の設定
成長期にある生徒の健康やバランスのとれた生活を送ることができるための活動日、活動時間の設定

・生徒数減
生徒数の減少により市町単位では人数が確保できなくなる種目がある。（ソフトボール、剣道）



１ 実証研究期間
令和６年５月１日～令和７年１月３１日

２ 主な活動場所
・矢板市立矢板中学校
・矢板市立片岡中学校

３ 運営団体
たかはら那須スポーツクラブ

令和６年度矢板市地域クラブ活動実証事業
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(1) 部活動の地域移行とは
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(3) 地域クラブ活動と部活動の違い
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３ 学校部活動と地域クラブ活動の違い



３ 学校部活動と地域クラブ活動の違い

高い専門性を有する指導者確保につながる持続可能な仕組みを構築
することや、生徒が安心してスポーツ活動に取り組む環境をつくる
ために、活動・運営に係る費用が発生します。そのため、受益者
による負担を原則にしたいと思いますが、今後は、費用がかかる
ようになる可能性があります。

令和６年度は
実証事業のため、県から
委託を受け、費用の補助

を受けている
残りは市が負担



令和６年度矢板市地域クラブ活動実証事業

平日は学校部活動 休日は地域クラブ活動



・運営団体は、地域クラブ指導員（以降、指導員）の指導による
クラブ活動を運営する。

・運営団体は、各種目のクラブ活動について、
各中学校の学校部活動と運営方針や指導内容等について
連携を図りながら、学校部活動及び地域クラブ活動の
ガイドラインを遵守した運営を行う。

・参加者は、矢板市立中学校に在籍し、対象となる種目の
学校部活動に所属する生徒のうち、保護者の承認を得て
参加を申請した者とする。

令和６年度矢板市地域クラブ活動実証事業

地域クラブ活動の運営



１ 週休日…土曜日及び日曜日どちらか１日３時間まで
※大会参加等で土日両日活動する場合は、他の土日と振り替える。

２ 休日…１日３時間まで
３ 以下の日は活動をしない。
・学校の定期テスト期間中 ※定期テスト３日前から
・学校閉庁日
・熱中症警戒アラート（ＷＢＧＴ指数が３１℃以上の場合）が発表された場合
・新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ等の感染拡大を防ぐために学校長が
学校部活動を中止としている期間
・その他、学校長から活動を停止するよう要請のあった日

※「矢板市立中学校に係る運動部活動の方針」
適切な休養日の設定を遵守した活動日の設定

令和６年度矢板市地域クラブ活動実証事業

地域クラブ活動の活動日



たかはら那須スポーツクラブの会員

→部活動指導員と兼任

※教員は兼職兼業

令和６年度矢板市地域クラブ活動実証事業

指導員の身分



指導員は、主に技術的な指導に従事することとし、次の職務は、
運営団体及び学校と連携を図りながら行う。

・実技指導
・安全および障害の予防に関する知識および技能の指導
・学校外での活動（大会・練習試合等）の引率
・用具および施設の点検および管理
・保護者等への連絡
・年間および月間の指導計画の作成
・生徒指導に係る対応
・事故が発生した場合の現場対応
・その他、教育長又は運営団体が必要と認める職務
※学校は、学校部活動と地域クラブ活動との連携を図る。

令和６年度矢板市地域クラブ活動実証事業

指導員の職務
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令和7年度文部科学関係概算要求のポイントより



今年度の実証事業の取り組みと
今までの課題の改善に向けて

57

１ 事業拡大として

①種目数の拡大

→昨年よりも地域クラブを選択した部活数は減少

原因：指導者の不足・安全面や保険の登録

地域クラブ指導員と部活動指導員

②県立学校との連携

→栃木県立矢板東高等学校附属中学校との連携の検討

③市内各スポーツ団体・連盟・協会との連携が可能かどうか検討

→地域指導者の確保・育成

地域に元からあるスポーツ教室等の利用

地域クラブ活動と部活動に関する

コーディネーターの担当者を検討

教員や地域への周知・
理解の機会を作る

スポーツ協会と地域
クラブ指導者の連携
指導者の質の確保・

服務等の研修



２ 課題の解決に向けて

①指導者への報酬の財源についての検討

→ 保護者負担について

（地域クラブ活動に参加している生徒だけに負担を強いるのは問題がある）

②指導者の確保・指導力向上・安全面の改善

→現在、部活動指導員と兼務をしているが、

ほかの種目の指導者を探す、コーディネーターをつける。

複数の指導者をつける。市スポーツ協会との連携など

③メールシステムの導入や連絡体制の確立

→アプリやメールシステムを検討し、

活動内容や欠席等の連絡体制の確立

④実施場所・活動方法・指導する場所や設備・機会の提供

→矢板中学校・片岡中学校で拠点校部活を検討

スクールバス等を利用し、各校への運送支援
58

今年度の実証事業の取り組みと
今までの課題の改善に向けて

連絡システムや
指導の改善

地域移行した場合に自走化
でき、保護者負担が大きく

ならないために

部活サポート
コンソーシアムとの連携



矢板市地域クラブ活動実証事業
今後の方向性として

矢板市では、実情に応じて

段階的に平日・休日の部活動
中学校の全部活動（運動・文化）
の地域移行を進めていきます



部活動を実施せず
スポーツ協会や地域
団体主体での運営

受益者負担で持続
可能な仕組みづくり

地域クラブ活動
部活動地域移行
委託金を活用

矢板市地域クラブ活動

今後のスケジュールと目標

R3～R5

実証事業

R5～R7

学校部活動と

地域クラブ活動

（平日も検討）

R8～R9

休日全種目の

地域クラブ化

平日・休日の

全種目の部活動を

地域クラブ化

部活動の地域移行スケジュールのイメージ



協議

部活動の地域移行について
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